
3月 15日号�
◆ P.2～3�

◆ P.4�

◆ P.5�

◆ P.6～10�

◆ P.11�

◆ P.12

文化振興マスタープラン�

国保いろいろ�

トピックス�

お知らせ�

おたまじゃくし・散歩道�

まちのニュース�

平成14年（2002年）　第729号�



2002.  3. 15 市報かすが

文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2
その２

現
在
春
日
市
は
、
今
後
の
文
化

振
興
の
指
針
と
な
る
「
春
日
市
文

化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン(

基
本
計

画)

」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
作
成
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
に
対
す
る

意
識
を
調
査
す
る
た
め
、
昨
年
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

「
文
化
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

余暇時間の使い方は？

｢読書｣｢テレビを見る｣
｢趣味・娯楽｣の回答が３割を超える

2

最近１年間での芸術活動は？

市民が抱く「文化」のイメージは？

４割が、歴史的遺産と回答
施設の充実、豊かな自然も高回答

1

「
文
化
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」結
果

調
査
対
象

無
作
為
抽
出
に
よ
る
18

歳
以
上
の
市
民
２，

６
０
０

人

調
査
方
法

郵
送

調
査
期
間

平
成
13
年
11
月
11
日
〜

平
成
14
年
１
月
11
日

回
答
者
数

１，

０
７
８
人

回
答
率

41
・
５
％

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
内
訳

男
女
別

女
617
人
、
男
459
人
、
不
明

２
人

年
齢

▽
19
歳
以
下
４
人
　
▽
20
歳

代
72
人
　
▽
30
歳
代
113
人

▽
40
歳
代
154
人
　
▽
50
歳
代

228
人
　
▽
60
歳
代
298
人
　
▽

70
歳
以
上
209
人

※

１
〜
６
の
各
項
目
に
書
か
れ
て

い
る
有
効
回
答
件
数
は
、
無
回
答

を
含
ま
ず
、複
数
回
答
を
含
み
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
し
い
集
計
結
果
に

つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
市
役
所
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
か
社
会
教
育
課
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

半数の人が活動していないと回答

最近１年間での芸術鑑賞は？

｢映画鑑賞｣がトップ、｢音楽｣｢美術展｣｢演劇｣の鑑賞も高回答

3



文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

3

第２回

行政への要望は？

３割強の人が一流の芸術にふれる機会を希望

5 春日市の将来像は？

５割を超える人が「緑ゆたかな公園のまち」を希望

4

春日市の宝物は？（自由回答）

｢自然｣｢生活、住環境｣｢歴史｣｢公園｣と２割の人が回答

6

テ
ー
マ「
春
日
市
の
魅
力
と
は
」

春
日
市
に
は
、
多
く
の
遺
跡
が
あ
り

ま
す
。
先
人
の
作
っ
た
た
め
池
も
大
切

に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
園
も
た
く
さ

ん
あ
り
、
施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
春
日
市
の
文
化
的
魅
力
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
３
班
に
分
か
れ
、
市
内
の

施
設
や
遺
跡
な
ど
を
見
学
。
そ
の
後
、

意
見
交
換
を
行
い
、
春
日
の
魅
力
を
探

っ
て
い
き
ま
す
。

日
時

４
月
６
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

集
合
場
所

市
役
所
大
会
議
室

見
学(

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク)

コ
ー
ス

▽
奴
国

な

こ

く

ロ
マ
ン
と
ナ
ギ
の
道

須
玖
岡
本
遺
跡
、
歴
史
資
料
館
ほ
か

▽
文
化
あ
ふ
れ
る
ま
ち
春
日

文
化
セ
ン
タ
ー
、
住
吉
神
社
ほ
か

▽
春
日
路
の
自
然

春
日
神
社
、
白
水
大
池
公
園
ほ
か

※
　
現
地
ま
で
、バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

申
込
方
法

４
月
１
日
�
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

４
１
２
１

5(

593)

７
３
８
０



退
職
ま
で
に
２
か
月
以
上
（
共
済
組

合
は
１
年
以
上
）
健
康
保
険
の
資
格
が

あ
れ
ば
、
退
職
後
20
日
以
内
に
申
請
す

る
と
、
最
高
２
年
間
、
そ
れ
ま
で
の
健

康
保
険
に
引
き
続
き
加
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

以
前
の
勤
務
先
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所

退
職
後
、
家
族
の
収
入
に
よ
り
扶
養

さ
れ
て
い
る
人
は
、
そ
の
家
族
が
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
に
、
被
扶
養
者
と

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
年
間
の
収
入
が
１
３
０
万

円
未
満(

60
歳
以
上
の
人
や
障
害
厚
生
年

金
を
も
ら
え
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
人

は
１
８
０
万
円
未
満)

で
、
被
保
険
者
の

年
収
の
半
分
未
満
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

家
族
の
勤
務
先
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
で
き
な
い
人

は
、
国
民
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
役
所
窓
口
で
加

入
届
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
加
入
届
け
が
遅
れ
た
場
合
で

も
、
国
保
税
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

国
保
い
ろ
い
ろ

4
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現
在
の
保
険
証(

桃
色)

や
資
格
証
明

書
は
、
３
月
31
日
ま
で
し
か
使
え
ま
せ

ん
。
切
り
替
え
の
手
続
き
は
次
の
要
領

で
行
い
ま
す
。

保
険
証
の
切
り
替
え

○
国
保
税
完
納
世
帯

３
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
配
達

記
録
郵
便
で
送
り
ま
す
。

○
国
保
税
未
納
世
帯

市
役
所
の
窓
口
で
、
新
旧
保
険
証

の
切
り
替
え
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

○
学
生
用
・
遠
隔
地
用
が
必
要
な
世
帯
な
ど

市
役
所
の
窓
口
で
切
り
替
え
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

日
程
や
持
っ
て
く
る
も
の
な
ど
詳

し
く
は
、
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
西
出
張
所
で
は
切
り
替

え
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

資
格
証
明
書
の
切
り
替
え

資
格
証
明
書
に
つ
い
て
も
切
り
替
え

を
行
い
ま
す
。
市
役
所
の
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
証
明
書
と
は

災
害
に
あ
う
な
ど
の
特
別
の
事
情
が

な
い
の
に
１
年
以
上
国
保
税
を
滞
納
し

て
い
る
場
合
、
保
険
証
を
返
還
し
て
も

ら
い
、
代
わ
り
に
資
格
証
明
書
を
交
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
証
で
病
院
に
か
か
る
と
、
一
部

負
担
金(

医
療
費
の
３
割
ま
た
は
２
割)

だ
け
で
済
み
ま
す
が
、
資
格
証
明
書
の

場
合
、
医
療
費
全
額(

10
割)

を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

継
続
療
養
給
付
証
明
書

退
職
後
10
日
以
内
に
申
請
す
れ
ば
、

退
職
前
か
ら
引
き
続
き
治
療
中
の
病
気

や
ケ
ガ
は
、
初
診
の
日
か
ら
５
年
間
に

限
り
、
そ
れ
ま
で
の
保
険
を
使
っ
て
治

療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

継
続
療
養
給
付
証
明
書
は
保
険
証

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
退
職
後
は
、
あ

ら
た
め
て
い
ず
れ
か
の
保
険
に
加
入

す
る
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
。

問
い
合
わ
せ
先

以
前
の
勤
務
先
ま
た

は
社
会
保
険
事
務
所

退
職
者
医
療

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
が
退
職
し

た
場
合
、
申
請
す
れ
ば
、
そ
の
加
入
期

間
に
応
じ
て
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部

負
担
金
の
割
合
が
安
く
な
り
ま
す
。

対
象

現
在
、
春
日
市
の
国
保
加
入
者

で
、
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
年

金
の
老
齢(

退
職)

年
金
を
受
給

す
る
資
格
が
あ
る
人

条
件

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期
間
が

20
年
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降

の
加
入
期
間
が
10
年
以
上
の
人

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

国
民
健
康
保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

今
度
は
う
ぐ
い
す
色

春
は
就
職
や
退
職
な
ど
、
異
動
の
多
い
季
節
で
す
。
職
場
が
変
わ

る
と
共
に
健
康
保
険
も
変
わ
り
ま
す
。

病
気
に
な
っ
た
と
き
に
保
険
証
が
な
く
て
は
、
一
大
事
。

皆
さ
ん
、
き
ち
ん
と
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

退
職
し
た
ら

保
険
証
の
手
続
き
が
必
要
で
す

任
意
継
続
保
険

社
会
保
険
な
ど
の
扶
養

国
民
健
康
保
険

世
帯
主
が
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し

て
い
て
も
、
そ
の
家
族
に
一
定
以
上
の

収
入
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
家
族
に
社

会
保
険
の
扶
養
に
入
れ
ず
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
国
保
の
加
入
届
や
そ
の
納

税
義
務
は
世
帯
主
が
負
い
、
保
険
証
の

世
帯
主
欄
も
加
入
者
本
人
で
な
く
世
帯

主
名
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
擬
制

世
帯
と
い
い
ま
す
。

４
月
か
ら
、
そ
の
取
り
扱
い
の
一
部

が
変
わ
り
、
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ

れ
ば
、
国
保
上
の
世
帯
主
を
加
入
者
本

人
へ
変
更
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
国
保
の
納
税
義
務
は
、

世
帯
主
と
な
っ
た
加
入
者
本
人
が
負
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
擬
制
世
帯
の
世
帯
主
の
変
更

を
行
っ
て
も
、
住
民
票
上
の
世
帯
主
が

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

変
更
の
条
件

▽
擬
制
世
帯
主
が
国
保
税
を
滞
納
し
て

い
な
い

▽
擬
制
世
帯
主
の
同
意
が
あ
る

▽
変
更
後
も
納
税
や
届
出
義
務
を
確
実

に
行
う

受
付

４
月
１
日
�
か
ら

持
っ
て
く
る
も
の

▽
擬
制
世
帯
主
の
同
意
書
▽
保
険
証

▽
印
か
ん
▽
医
療
証（
持
っ
て
い
る
人
）

擬
制
世
帯
主
に
対
し
、
取
り
扱
い
変

更
に
つ
い
て
の
通
知
を
、
下
旬
ご
ろ
に

発
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

擬
制
世
帯
の
世
帯
主

変
更
可
能
に

自
己
負
担
が
減
り
ま
す



ト
ピ
ッ
ク
ス

5

私たちの住むまちが清潔で美しいまちとなるように、日々活

動しているのが「環境推進員」です。

現在市内に93人いますが、それぞれの地区で、ゴミの減量や

散乱防止、リサイクル活動などに努めています。

春日公園地区では、毎週不燃物ゴミの出し日とその翌日に地

区内28か所の集積所を４人で巡回し、分別がされていなかった

り、出し日が誤っているゴミの後片付けをしたりしています。

また毎月末には団地の階段１つずつにゴミ出し日をお知らせす

るポスターを掲示しています。

｢ルールを守らない人が多いのに驚きます。それでも、始めた

ころよりは随分と出し方が良くなってきました｣と同地区環境推

進員の恒屋
つ ね や

毅
たけし

さんは語ります。

また、先日行われた研修会では、ほかの地区の活動報告など

を聞くことができ、非常に有意義な意見交換の場となりました。

私たち市民も、環境推進員とともに環境問題やまちの美化に

積極的に取り組みましょう。

住みよいまちづくりへ
環境推進員が活躍

青
少
年
の
た
め
の
音
楽
会

市
内
７
小
学
校
が
参
加

小
学
生
が
器
楽
演
奏
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
合
唱
な

ど
を
披
露
す
る
「
青
少
年
の
た
め
の
音
楽
会
」
が
、

２
月
３
日
、
福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

�
太
宰
府
顕
彰
会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
福

岡
市
と
筑
紫
地
区
か
ら
45
校
が
参
加
。
春
日
市
か
ら

も
日
の
出
、
春
日
南
、
春
日
西
、
春
日
野
、
春
日
北
、

天
神
山
、
春
日
東
の
７
校
が
出
場
し
ま
し
た
。

ど
の
学
校
も
、
ク
ラ
ス
単
位
や
有
志
グ
ル
ー
プ
で

の
参
加
で
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
に
向
け
て
昼
休
み

は
も
ち
ろ
ん
、
早
朝
や
放
課
後
の
時
間
も
使
っ
て
先

生
と
一
緒
に
練
習
に
励
ん
で
き
た
よ
う
で
す
。

会
場
で
は
、
心
を
一
つ
に
し
て
思
い
っ
き
り
演
奏

し
た
り
歌
っ
た
り
す
る
子
ど
も
た
ち
に
、
観
客
か
ら

さ
か
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
　
野
見
山

の

み

や

ま

啓
子

け

い

こ

）

ア
カ
ペ
ラ
で
音
楽
療
法

ナ
ギ
の
木
苑
「
は
つ
ら
つ
倶
楽
部
」

毎
日
多
く
の
お
年
寄
り
で
に
ぎ
わ
う
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ナ
ギ

の
木
苑
」
に
、
２
月
27
日
、
声
だ
け
で
音
楽
を
奏
で
る
人
気
の
ア
カ

ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
「
ア
・
カ
ッ
ペ
ラ
ー
ズ
」
の
澄
ん
だ
歌
声
が
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。

同
苑
が
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
お
年
寄
り
の
た
め
に
開
い
て

い
る
「
は
つ
ら
つ
倶
楽
部
」
に
招
い
た
も
の
で
、
い
い
音
楽
に
触
れ

る
こ
と
で
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
音
楽
療
法
の
一
つ
。

参
加
し
た
８
人
の
お
年
寄
り
は
、
始
め
は
聞
き
な
れ
な
い
ア
カ
ペ

ラ
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
し
だ
い
に
体
を
ゆ
す
っ
て
リ
ズ
ム
を
と

っ
た
り
、
口
ず
さ
ん
だ
り
。

最
後
に
は
、
一
緒
に
な
っ
て
「
上
を
む
い
て
歩
こ
う
」
を
合
唱
す

る
な
ど
、
す
っ
か
り
ア
カ
ペ
ラ
が
気
に
入
っ
た
様
子
で
、「
お
か
げ

で
若
返
り
ま
し
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

△春日北小５・６年生の歌の好きなグループによる合唱

△地域のために活動を続ける春日公園地区の環境推
進員

△孫のような若者５人の美しいハーモニーにうっとりするお年寄り
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楽
し
く
練
習
し
ま
せ
ん
か
。
子
連
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

練
習
日
時

毎
週
土
曜
日

正
午
〜
午
後
２
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
６
―
28
）

会
費

１，

０
０
０
円(

月
額)

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
本

や
ま
も
と

民
英

た

み

え

1(

090)

７
２
９
４
―
８
３
３
３

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
い
る
個
人

を
対
象
に
、
随
時
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ

ス
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
も
う
少
し
上
手
に
な
る
に
は
」、
「
水

中
歩
行
の
コ
ツ
は
」
な
ど
、
簡
単
な
疑

問
が
あ
る
人
は
、
温
水
プ
ー
ル
指
導
員

に
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
火
〜
金
曜
日
（
第
３
火
曜

日
と
祝
日
を
除
く
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※

曜
日
や
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課
温
水
プ

ー
ル
担
当

1(

915)

３
５
０
０

中
央
公
民
館(

大
谷
６
―
24
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
内)

で
自
主
的
に
運

営
し
て
い
る
教
養
講
座
で
す
。

基
礎
か
ら
指
導
し
ま
す
の
で
、
初
心

者
の
人
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

希
望
者
は
、
３
月
15
日
�
以
降
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
俳
句
教
室
・
10
人

日
時

第
２
土
曜
日

午
後
１
時
〜
５
時

会
費

１，

６
０
０
円
（
月
額
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

長
崎

な
が
さ
き

1(

571)

３
６
５
１

○
短
歌
教
室
・
30
人

日
時

第
２
日
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

会
費

１，

３
０
０
円
（
月
額
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
友

お
お
ど
も

1(

591)

３
４
９
５

○
盆
栽
教
室
・
40
人

日
時

第
２
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
費

１
万
２，

０
０
０
円(

年
額)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

園
田

そ

の

だ

1(

501)

８
７
３
３

○
コ
ー
ラ
ス
教
室
・
30
人

日
時

毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

会
費

１，

５
０
０
円
（
月
額
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

重
富

し
げ
と
み

1(

501)

１
５
７
３

○
木
彫
教
室
・
20
人

日
時

第
１
・
３
水
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
費

１，

２
０
０
円
（
月
額
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

宮
本

み
や
も
と

1(

572)

４
１
５
７

○
陶
芸
教
室
・
20
人

日
時

第
１
・
３
金
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

会
費

６，

０
０
０
円(

３
か
月
分)

※
　
対
象
は
、60
歳
未
満
の
人
で
す
。

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
で
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

小
川

お

が

わ

全
也

た
け
な
り

(

〒
816
―
０
８
４
４
　
上
白

水
１
７
０
―
２
９
５)

1(

501)

４
７
９
５

○
抹
茶
教
室(

表
千
家)

・
10
人

日
時

木
曜
日
（
月
３
回
）

午
後
１
時
〜
４
時

会
費

２，

０
０
０
円
（
月
額
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
之
上

は
ま
の
う
え

1(

571)

３
１
７
７

○
抹
茶
教
室(

裏
千
家)

・
10
人

日
時

木
曜
日
（
月
３
回
）

午
後
１
時
〜
４
時

会
費

２，

０
０
０
円
（
月
額
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

佐
藤

さ

と

う

1(

582)

０
６
８
２

○
煎
茶
教
室(

光
風
流)

・
20
人

日
時

第
１
・
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

会
費

４，

５
０
０
円(

３
か
月
分)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
嶋

ふ
く
し
ま

1(

591)

５
６
２
８

○
池
坊
い
け
ば
な
教
室
・
20
人

日
時

第
１
・
３
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

会
費

１，

５
０
０
円
（
月
額
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
保

お

お

ぼ

1(

582)

０
０
４
７

点
字
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
興
味
の
あ
る
人
は
参
加
し
て
み
ま
せ

温
水
プ
ー
ル

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
実
施
中

ス
ポ
ー
ツ�

女
性
社
会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

「
博
多
小
町
」
チ
ー
ム
部
員
募
集

講
　
座�

自
主
学
級
受
講
生
募
集

ん
か
。
初
心
者
が
対
象
で
す
。

期
間

４
月
５
日
〜
６
月
28
日
（
５
月

３
日
を
除
く
毎
週
金
曜
日
　
計

12
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴
覚

室
（
昇
町
１
―
１
２
０
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

２
０
０
円(

保
険
料
と
し
て)

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1(

501)

１
１
３
６

グ
リ
ム
な
ど
の
童
話
を
読
ん
で
、
自

分
探
し
の
旅
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

４
月
〜
平
成
15
年
３
月

日
時

毎
月
第
２
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

室
２

受
講
料

１，

０
０
０
円
（
１
回
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

講
師

飯
田

い

い

だ

栄
彦

よ
し
ひ
こ

さ
ん(

児
童
文
学
者)

申
込
方
法

３
月
31
日
�(

必
着)

ま
で

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
宇
都
宮

う
つ
の
み
や1(

582)

５
８
１
０(

5
兼
用)

▽
田
中

た

な

か

1(

591)

１
３
２
９(

5
兼
用)

点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

受
講
生
募
集

童
話
の
旅
へ
の
お
誘
い



検
定
試
験
に
必
要
な
知
識
を
習
得
す

る
講
習
会
で
す
。

日
程

▽
４
月
17
日
・
24
日
▽
５
月
１

日
・
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29

日
▽
６
月
５
日
（
毎
週
水
曜
日

計
８
日
間
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

会
場

春
日
市
商
工
会
館
（
伯
玄
町
２

―
24
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
・
問
題

集
代
な
ど
を
含
む
）

※

納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返
金
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
期
間

３
月
18
日
�
〜
４
月
５
日
�

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会
（
大
野
城
市

商
工
会
館
内
）

1(

581)

３
５
５
７

5(

581)

３
５
５
８

竹
炭
を
、
実
際
に
竹
を
釜
で
焼
い
て

作
り
ま
す
。
竹
細
工
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

日
程

▽
４
月
７
日
�
　
竹
切
り
・
窯
入
れ

▽
４
月
21
日
�
　
窯
だ
し
・
分
配

※

２
日
間
と
も
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ
（
那

珂
川
町
五
ヶ
山

ご

か

や

ま

６
４
８
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の

軍
手
、の
こ
ぎ
り
、

ナ
タ
（
初
日
の
み
）、
袋
（
持
ち

帰
り
用
、
２
日
目
の
み
）

参
加
費

１，

０
０
０
円
（
小
学
生
以

上
、
一
人
当
た
り
）

申
込
方
法

３
月
20
日
�
以
降
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
ピ

ア
な
か
が
わ

1(

953)

３
０
３
０

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

種
類
・
対
象(

新
学
年)

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
　
小
学
１
年
生

〜
小
学
２
年
生

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
　
小
学
３
年
生
〜
５

年
生

▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
　
小
学
６
年
生
〜

中
学
３
年
生

▽
ベ
ン
チ
ー
ス
カ
ウ
ト
　
中
学
３
年
生

〜
20
歳
未
満

▽
ロ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
　
18
歳
以
上

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
春
日
第
三
団
募
集
係
　
中な

か

尾お1(

501)
２
８
５
７
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

３
級
講
習
会
受
講
生
募
集

t

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

Ｙ
Ｕ
Ｙ
Ａ

t

カ
ン
ザ
キ
コ
ウ
ヤ

ペ
ン
ネ
ー
ム

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

き
の
こ

ペ
ン
ネ
ー
ム

陶
器
・
金
属
類

３
月
は
引
越
し
な
ど
で
、
た
く
さ

ん
の
ゴ
ミ
が
出
ま
す
。
正
し
い
分
別

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

出
せ
る
も
の

▽
陶
器
（
茶
わ
ん
・
皿
な
ど
）

▽
金
属
類
（
な
べ
、
や
か
ん
、
か
さ
、

包
丁
、
一
辺
が
20
セ
ン
チ
以
上
の

カ
ン
）

※

小
さ
な
カ
ン
は
「
び
ん
・
カ

ン
類
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ビ
ン
以
外
の
ガ
ラ
ス
（
耐
熱
ガ
ラ

ス
、
鏡
、
割
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
、
コ

ッ
プ
、
化
粧
品
の
ビ
ン
な
ど
）

※

割
れ
た
ガ
ラ
ス
は
紙
に
包
ん

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ス
プ
レ
ー
缶
（
殺
虫
ス
プ
レ
ー
・

整
髪
ス
プ
レ
ー
・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
用
ボ
ン
ベ
な
ど
）

※

中
身
は
完
全
に
使
い
き
っ
て

く
だ
さ
い
。
穴
あ
け
は
不
要
で

す
。

▽
小
型
の
電
気
製
品
（
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、

扇
風
機
、
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
電
気

カ
ミ
ソ
リ
、
ト
ー
ス
タ
ー
な
ど
）

※

指
定
袋
に
入
ら
な
い
も
の
や

重
量
が
５
㎏
を
超
え
る
も
の

は
、
粗
大
ゴ
ミ
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
そ
の
他
（
電
話
機
、
ポ
ッ
ト
、
ビ

ン
の
栓
、
白
熱
電
球
、
時
計
、
ハ

ン
ガ
ー
な
ど
）

※

乾
電
池
や
蛍
光
管
は
、
公
民

館
や
市
役
所
に
あ
る
、
「
有
害

ゴ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
」
「
乾
電
池
回

収
箱
」
に
そ
れ
ぞ
れ
分
別
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
タ
ン
型
電
池
や
充
電
式
電

池
は
、
販
売
店
で
引
き
取
っ
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
を
出
す
日

毎
月
、
第
２
回
目

の
指
定
さ
れ
た
曜
日
の
午
後

10
時
ま
で
に
出
す

出
す
場
所

地
域
で
決
め
ら
れ
た
不

燃
物
置
場
か
路
上
ス
テ
ー
シ

ョ
ン

（
環
境
対
策
課
）

竹
炭
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ

イ
ベ
ン
ト�

募
　
集�

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
三
団

団
員
募
集



市
内
で
活
動
し
て
い
る
、
子
育
て
サ

ー
ク
ル
ど
う
し
の
つ
な
が
り
を
作
る
た

め
、
子
育
て
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
や
団

体
、
機
関
な
ど
を
集
め
た
名
簿
を
作
成

し
ま
す
。

現
在
、
育
児
支
援
や
障
害
児
支
援
、

育
児
サ
ー
ク
ル
を
行
っ
て
い
る
団
体
や

こ
れ
か
ら
始
め
る
予
定
の
団
体
は
、
ぜ

ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

期
限

３
月
29
日
�
ま
で

※

３
月
29
日
以
降
は
次
回
の
名
簿
に

掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
　
楮
原

か
じ
わ
ら

1(

586)

１
３
２
９(

5
兼
用)

文
化
財
の
発
掘
作
業
の
た
め
の
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
時
期
や
期

間
は
未
定
で
す
が
、
事
前
の
登
録
が
必

要
で
す
。

○
屋
外
作
業
員(

遺
跡
の
発
掘
調
査)

対
象

４
月
１
日
現
在
65
歳
以
下
の

人(

経
験
者
は
70
歳
ま
で)

日
給

７，

１
０
０
円

勤
務
地

市
内
各
地

○
屋
内
作
業
員(

遺
物
の
復
元
や
製
図)

対
象

４
月
１
日
現
在
、
60
歳
以
下

の
人

日
給

６，

４
０
０
円

勤
務
地

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

(

岡
本
３
―
57)

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

勤
務
日

平
日
勤
務
（
１
か
月
あ
た
り

12
日
以
内
の
勤
務
）

登
録
方
法

市
指
定
の
「
臨
時
職
員
登

録
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
す
る

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課

(

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
内)

1(

501)

１
１
４
４

精
神
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を

す
す
め
る
「
つ
く
し
ク
ロ
ー
バ
ー
会
」

に
よ
る
精
神
保
健
福
祉
の
た
め
の
学
習

会
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
、
参
加
は
無
料

で
す
。

日
時

３
月
28
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
原
町
３
―
１
―
７
）

内
容

本
人
、
家
族
、
関
係
者
な
ど
に

よ
る
意
見
交
換
と
懇
談

問
い
合
わ
せ
先

つ
く
し
ク
ロ
ー
バ
ー

会1(

585)

４
８
１
０

献
血
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

献
血
を
受
け
る
際
に
は
、
血
圧
や
比

重
の
検
査
、
問
診
を
行
い
、
希
望
者
に

は
、
後
日
、
血
液
検
査
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

日
時

３
月
18
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

大
野
城
サ
テ
ィ
（
大
野
城
市
錦

町
４
―
１
―
１
）

問
い
合
わ
せ
先

大
野
城
市
社
会
福
祉

協
議
会

1(

572)

７
７
０
０
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集
ま
れ
！
子
育
て
グ
ル
ー
プ

名
簿
を
作
り
ま
す

文
化
財
調
査
作
業
員

臨
時
職
員
登
録
受
付

精
神
保
健
福
祉
の
学
習
会

健
康
・
保
健�

献
血
に
ご
協
力
を

曜
日
の
夜
）
や
宿
泊
研
修
が
あ
り

ま
す
。

参
加
費

３
万
５，

０
０
０
円

申
込
方
法

４
月
17
日
�(

必
着)

ま

で
に
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
少

年
の
船
実
行
委
員
会
（
〒
816

―
０
８
３
１
大
谷
６
―
24
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

1(

584)

２
１
９
０

対
象

高
校
１
年
〜
40
歳
未
満
の
人

募
集
人
員

25
人
程
度
（
申
込
多
数

の
場
合
、
４
月
21
日
�
の
説

明
会
で
面
接
し
て
選
考
）

日
程

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬

（
４
泊
５
日
）

活
動
内
容

小
学
４
年
か
ら
中
学
３

年
ま
で
の
団
員
約
１
０
０
人

の
引
率
と
、
海
洋
研
修
や
平

和
学
習
の
指
導

※

こ
の
ほ
か
に
、
事
前
の
準
備
会

議
（
５
月
１
日
�
以
降
、
毎
週
水

市
の
助
成
を
受
け
な
が
ら
、
青
少
年

の
育
成
に
関
心
の
あ
る
人
た
ち
で
つ

く
る
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
続
け
ら

れ
て
き
た
も
の
で
す
。

２
月
10
日
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
20
周
年
記
念
式

典
に
は
、
市
関
係
者
や
歴
代
ス
タ
ッ

フ
は
も
と
よ
り
、
毎
回
、
現
地
交
歓

会
で
お
世
話
に
な
っ
た
沖
縄
市
の
教

育
長
も
は
る
ば
る
参
列
。
20
年
に
わ

た
り
台
風
に
も
め
げ
ず
着
実
に
継
続

さ
れ
て
き
た
こ
の
事
業
に
対
し
、
高

い
評
価
と
賞
賛
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
た
ち
は
、「
こ
れ
を
節

目
と
し
て
、
さ
ら
に
歩
み
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
誓
い
合
っ
て
い

ま
し
た
。

（
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
　
鬼
塚

お
に
づ
か

文
子

ふ

み

こ

）

市
制
10
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

始
め
ら
れ
た
「
春
日
市
少
年
の
船
」

が
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
乗
船
し
た
子
ど
も
た

ち
は
３，

０
０
０
人
を
超
え
、
そ
の

感
激
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
指
導
員
と
な

っ
て
再
び
乗
船
し
た
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
魅
力
を
持
つ
こ
の
事
業
は
、

△「少年の船」のテーマソングを合
唱する乗船スタッフたち

20
周
年
を
迎
え
た
「
春
日
市
少
年
の
船
」

第
21
回
「
春
日
市
少
年
の
船
」
ス
タ
ッ
フ
募
集
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自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
に
、

市
は
20
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
「
成
人

健
診
チ
ケ
ッ
ト
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
度
の
健
診
チ
ケ
ッ
ト
は
、

６
月
ま
で
使
え
ま
す
。
ま
だ
健
康
診
断

を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
再

発
行
で
き
ま
す
。

集
団
健
診
は
予
約
が
必
要
で
す

健
康
診
断
に
は
項
目
ご
と
に
個
別
の

病
医
院
で
受
け
る
個
別
検
診
と
、
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
な
ど
で
受
け
る
集
団
健
診

が
あ
り
ま
す
。

集
団
健
診
は
専
用
ハ
ガ
キ
に
よ
る
予

約
制
で
す
。
日
程
に
よ
っ
て
は
満
員
で

予
約
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
個
別
検
診
も
、
事
前
に
病
院
に

電
話
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
新
年
度
の
健
診
チ
ケ
ッ
ト
は

６
月
末
ご
ろ
に
送
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

幼
児
期
か
ら
の「
正
し
い
歯
み
が
き
」

に
つ
い
て
、
歯
科
衛
生
士
が
指
導
し
ま

す
。参

加
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
27
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

持
っ
て
く
る
も
の

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

仕
事
の
都
合
な
ど
で
夜
間
に
人
工
透

析
の
治
療
を
受
け
て
い
る
人
に
、
通
院

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
福
祉
給
付
金

を
給
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
夜
間
（
原
則
と
し
て

午
後
５
時
以
降
）
の
透
析
治
療

が
月
５
回
以
上
あ
る
人

※
　
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
通
院
期
間

平
成
13
年
10
月
〜
平

成
14
年
３
月

給
付
額

２，

０
０
０
円
（
月
額
）

申
請
期
限

３
月
27
日
�

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課
障
害
担

当

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

t

キ
ャ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

と
り
か
い
Q
あ
い
り

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

青
広
高
福

ペ
ン
ネ
ー
ム

t

霧
生
咲
耶

ペ
ン
ネ
ー
ム

　ハガキに縦書き、白黒で濃いめに
はっきりと描いて、表に住所、氏名、
電話番号を書いて送ってください。
ぺンネームも可｡�
　著作権の都合上、作品はオリジナ
ルのものに限ります。�
あて先　〒816―8501 春日市役
所広報担当「みてみてきいて」係�
※　掲載された人には図書券(５００
　円分)を進呈します。�

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
が
豊
富
な
豚
肉
を
使

っ
た
、
肉
団
子
の
も
ち
米
蒸
し
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

材
料(

４
人
分)

も
ち
米
　
　
カ
ッ
プ

豚
ひ
き
肉
　
２
０
０
ｇ

ネ
ギ
　
　
本

シ
ョ
ウ
ガ
汁
　
少
々

調
味
料

▽
し
ょ
う
ゆ
　
大
さ
じ

▽
砂
糖
　
小
さ
じ

▽
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
　
少
々

片
栗
粉
　
大
さ
じ

サ
ラ
ダ
油
　
大
さ
じ
１

か
ら
し
　
適
量

し
ょ
う
ゆ
　
適
量

作
り
方

①

も
ち
米
は
洗
っ
て
１
時
間
く
ら
い

水
に
つ
け
た
後
、
ザ
ル
に
あ
げ
て
水

気
を
切
り
、
さ
ら
に
ふ
き
ん
で
水
気

を
よ
く
ふ
き
取
る
。

②

ボ
ー
ル
に
ひ
き
肉
、
み
じ
ん
切
り

に
し
た
ネ
ギ
、
シ
ョ
ウ
ガ
汁
、
調
味

料
を
入
れ
て
肉
の
粘
り
が
で
る
ま
で

よ
く
練
り
混
ぜ
る
。

③

片
栗
粉
を
加
え
て
さ
ら
に
よ
く
混

ぜ
合
わ
せ
、
12
等
分
し
て
丸
め
る
。

④

蒸
し
鍋
に
ふ
き
ん
を
敷
き
、
そ
の

上
に
、
サ
ラ
ダ
油
を
塗
っ
た
巻
き
す

を
敷
く
。

⑤

③
の
だ
ん
ご
に
も
ち
米
を
ま
ぶ
し
、

は
が
れ
な
い
よ
う
に
軽
く
握
っ
て
巻

き
す
に
並
べ
、
20
分
蒸
す
。

⑥

蒸
し
た
て
を
、
か
ら
し
じ
ょ
う
ゆ

で
い
た
だ
く
。

一
人
分(

３
個
分)

熱
量

１
９
３
㌔
カ

ロ
リ
ー

(

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会)

1
2

1
2

お
済
み
で
す
か

健
康
診
断

歯
み
が
き
教
室

参
加
者
募
集

申
請
は
３
月
27
日
ま
で

腎
臓
疾
患
患
者
福
祉
給
付
金

４月１日から、一部地区でゴミ出しの

曜日が変更になります。

詳しくは、この市報に折り込んでいる

「家庭ゴミの正しい出し方」をご覧くだ

さい。

問い合わせ先 環境対策課ごみ減量担当

ご注意ください
ゴミ出し日の変更

1
2

1
2

2
3
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近
年
、
高
齢
者
の
「
閉
じ
こ
も
り
症

候
群
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
年

を
取
る
に
つ
れ
て
、
体
力
や
身
体
の
機

能
が
低
下
し
た
り
、
気
力
が
衰
え
る
た

め
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
が
寝

た
き
り
や
痴
呆
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
り
ま
す
。

家
の
中
に
閉
じ
こ
も
る
と
、
ほ
と
ん

ど
の
人
は
一
日
中
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
人
と
の
関
わ
り
が

な
く
心
身
と
も
に
刺
激
が
少
な
い
た

め
、
活
動
量
や
思
考
力
が
低
下
し
、
体

力
や
積
極
性
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う

す
る
と
ま
す
ま
す
、
外
出
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

す
。「

閉
じ
こ
も
り
症
候
群
」
に
な
ら
な

い
た
め
に
は
、
積
極
的
に
外
に
目
を
向

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く
て
も
、

１
日
１
回
外
出
し
、
外
の
新
鮮
な
空
気

を
吸
う
だ
け
で
、
気
分
も
シ
ャ
キ
ッ
と

す
る
も
の
で
す
。
老
人
会
や
地
区
の
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
参
加
し
、
仲
間
作

り
を
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

前
向
き
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と

が
、
老
化
の
進
行
を
緩
や
か
に
し
、
充

実
し
た
毎
日
に
繋
が
り
ま
す
。

市
で
も
、
健
や
か
な
老
後
を
支
援
す

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
集
ま
り
を
大
い

に
利
用
し
、
心
身
と
も
に
い
き
い
き
と

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
や
近
所
の
人
は
、
身
近

な
高
齢
者
が
「
閉
じ
こ
も
り
症
候
群
」

に
陥
ら
な
い
よ
う
見
守
り
、
支
え
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
お
た
っ
し
ゃ
運
動
教
室

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
し
た
運

動
教
室
で
す
。「
体
を
動
か
し
た
い

け
れ
ど
一
人
で
は
続
か
な
い
」、「
運

動
を
し
て
健
康
づ
く
り
を
し
た
い
」

と
い
う
人
は
い
つ
で
も
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

○
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
の
障
害
を
持

つ
人
が
気
軽
に
足
を
運
べ
る
よ
う
な

集
い
で
す
。
春
日
市
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ

ー
と
一
緒
に
、
お
し
ゃ
べ
り
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
し
な
が
ら
、

毎
回
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

○
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
お
年
寄
り
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
集
い
で
、
実

施
し
て
い
る
地
区
も
増
え
て
い
ま

す
。

教
室
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

※

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
つ

い
て
は
各
地
区
自
治
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

(

健
康
課
保
健
師
　
河
鍋

か
わ
な
べ

美
津
子

み

つ

こ)

※

３
月
１
日
か
ら
保
健
婦
の
名
称
が

保
健
師
と
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
・
・
・
・�

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
と
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法

律
相
談
で
す
。

日
時

３
月
28
日
�
、
４
月
11
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室
（
筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

５
―
14
―
７
）

定
員

各
５
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

３
月
20
日
�
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局

筑
紫
支
局

1(

922)

２
８
８
１

※

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
は
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を
毎
週

水
・
金
曜
日
に
、
法
務
局
職
員
に
よ

る
人
権
相
談
を
毎
日（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

失
業
に
よ
っ
て
生
活
の
維
持
が
困
難

な
世
帯
へ
生
活
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象

▽
生
計
中
心
者
の
失
業
（
離
職
し
て
２

年
以
内
）
に
よ
り
生
計
の
維
持
が
困

難
な
世
帯

▽
生
計
中
心
者
が
就
労
可
能
で
求
職
活

動
を
行
っ
て
い
る

▽
生
計
中
心
者
が
雇
用
保
険
の
一
般
求

職
者
給
付
を
受
給
し
て
い
な
い

貸
付
限
度
額

20
万
円
以
内(

月
額)

※
　
単
身
者
は
10
万
円
以
内
で
す
。

貸
付
期
間

12
か
月
以
内

償
還
期
間

６
か
月
据
置
後
、５
年
以
内

利
率

年
３
％

連
帯
保
証
人

２
名

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉

協
議
会
総
務
財
政
担
当

1(

581)

７
２
２
５

春日小学校付近(昇町～小倉)で進められていた県道那珂

川宇美線の拡幅工事の完了に伴い、県道と市道との交差点

の位置が変わります。

新しい信号機付きの交差点は、福祉ぱれっと館と下白水

警部交番の前につくられ、現在あるＪＡ筑紫春日支店の東

側の道路は、通行できなくなります。

(公園街路課・道路管理課)

そ
の
他�

ぱれっと館・ＪＡ筑紫前
交差点の位置が変わります

相
　
談�

無
料
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

離
職
者
支
援
資
金

△いきいきクラブでの風船バレーボール



このコーナーは、保育所の保育士が担当しています。掲載は奇
数月の15日号です。ご意見、ご感想をお寄せください。

（こども未来課）

私
の
家
は
、
昔
な
が
ら
の
日
本
家
屋

で
す
。
夏
は
、
ふ
す
ま
や
障
子
を
取
り

払
え
ば
エ
ア
コ
ン
が
な
く
て
も
快
適
に

過
ご
せ
ま
す
。
冬
は
、
す
き
ま
風
が
吹

く
の
で
、
こ
た
つ
で
丸
く
な
っ
て
い
ま

す
▼
そ
ん
な
中
、
先
日
子
ど
も
た
ち
と

キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
は
す

ぐ
に
賛
成
し
ま
し
た
が
、
妻
は
「
自
分

た
ち
だ
け
で
す
れ
ば
」
と
冷
た
い
返
事

で
す
▼
冬
の
キ
ャ
ン
プ
は
初
体
験
。
不

安
も
あ
っ
て
自
宅
の
庭
で
行
い
ま
し
た
。

早
速
テ
ン
ト
を
張
り
中
に
入
っ
た
も
の

の
、
と
て
も
寒
く
昼
間
か
ら
寝
袋
に
入

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は

楽
し
そ
う
で
す
▼
日
が
暮
れ
、
さ
ら
に

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
た
ま
ら
ず
ジ

ャ
ン
パ
ー
を
着
込
ん
だ
ま
ま
寝
袋
に
入

り
ま
し
た
。
寝
酒
の
ウ
イ
ス
キ
ー
も
進

み
ま
す
。す
る
と
突
然
雷
が
鳴
り
響
き
、

バ
ラ
バ
ラ
と
霰

あ
ら
れ

が
降
っ
て
き
ま
し
た
。

寒
い
は
ず
で
す
▼
ま
だ
豆
ま
き
を
し
て

一
週
間
し
か
経
っ
て
ま
せ
ん
が
、
雷
が

鳴
っ
た
の
で
自
宅
に
戻
り
、
子
ど
も
た

ち
と
福
豆
を
食
べ
ま
し
た
。
暖
房
が
な

か
っ
た
こ
ろ
の
人
た
ち
は
、
ど
ん
な
思

い
で
春
雷
を
聞
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

と
思
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
テ
ン

ト
へ
戻
り
ま
し
た
▼
も
う
ま
も
な
く
春

で
す
。
こ
の
散
歩
道
が
読
ま
れ
る
こ
ろ

に
は
、
庭
で
う
ぐ
い
す
の
鳴
き
声
が
聞

こ
え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
も
な
く
春
で
す

Ｋ

3月26日� おはなし会（毎月第4火曜日）
3月28日� なかよしクラブ（須玖北公民館にて）
4月13日� ワイワイくらぶ（第2土曜日）
4月17日� あそぼ会（大和町公民館にて）
4月24日� なかよし会（はじめましての会）
4月24日� お誕生会
4月25日� なかよしクラブ（須玖北公民館にて）
4月27日� 歓迎遠足
4月27日� 歓迎遠足
4月27日� いないいないばぁ広場（毎月第4土曜日）
4月30日� あいあいクラブ
5月 2日� さくらんぼ採り
5月 7日� こどもの日誕生会
5月 8日� なかよし会（砂遊びの会）
5月14日� 一緒にあそぼう会（毎月第2火曜日）

行事の詳しい内容や時間は、各保育所にお問い合わ
せください。

岡�
須�
昇�
大�
原�
若�
須�
東�
白�
岡�
あ�
若�
白�
原�
昇�

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
・
散
歩
道

11

春がやってきました。外では桜のつぼみも大きくふくら
んで、つくしや菜の花など春の使者が手招きしています。
大いに戸外にでかけましょう。
年長組の子どもたちは、一年生になるのを指折り数えて

待っています。出会いと別れをくり返しながら成長してい
く子どもたちにエールを送ります。

園庭にトンネルの山がで
きました。上がったり、下
ったり、くぐったり、ひみ
つのきちになったりしてい
ます。

メン・メン…こどもの目じりを2回
つつく

スー・スー…鼻すじを2回なでる
ケムシニ……眉を2回なでる
キクラゲ……耳たぶをかるく2回ひ

っぱる
チュ…………口の上に手を優しくあ

てる

＜スプーンの持ち方の発達段階＞

子どもと向き合い、言葉をなるべくつなげながら、体の各部
分を2回づつやさしくさわってスキンシップを楽しみましょう。

v
園
庭
の
さ
く
ら
ん
ぼ
を
ち
ぎ
っ
て
食
べ

ま
せ
ん
か
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●世帯数　　４１，１０５世帯�（2月15日現在）�

URL

｢ソング＆マジックショー｣と名付けた春日小学
校の６年生を送る会が、２月９日、ふれあい文化
センターで開かれました。
同校区の昇町・小倉春日・弥生南の各子ども会

育成会が初めて合同で行ったもので、市内のフォ
ークシンガー岩切

いわきり

みきよしさんとＤｒ
ドクター

．マジック
こと伊藤

い と う

みよしさんが、楽しい歌やマジックを繰
り広げました。
会場は、一緒に歌ったり、マジックに参加した

りと、舞台と客席が一体となって盛り上がり、卒
業生にとって忘れられない思い出となったようで
す。
同校区育成会代表の金子

か ね こ

昌隆
まさたか

さんは、｢創立100
周年を迎える学校の卒業生として誇りを持ってほ
しいと思います。このイベントをきっかけに校区
や地域の連携も一層深めていきたい｣と話してい
ました。

△好タイムでゴールするアンカーの中庭選手

郡市対抗駅伝大会�郡市対抗駅伝大会�郡市対抗駅伝大会�

校区内の公園をきれいにしようと、春日野小学校の３・４年
生40人が、近くの原町公園に色とりどりの花が咲く花壇を作り
ました。
総合学習で公園について研究している子どもたちが、遊具も

古く、人気のないこの公園をどうにかしたいと考え、市に相談
したり、アイデアを出し合ったりして取り組んだもの。
２月５日には、ほぼ完成した花壇にリヤカーで運んできた肥

料をまき、市内の花屋さんに教わりながら、パンジーやスノー
ポールなど75株を植え付けました。
子どもたちは｢来週は鉄棒のペンキ塗り。それが済んだらポス
ターで周りの人たちに利用を呼びかけます｣と、出来上がった花
壇を眺めながら満足そうに話していました。

郡市対抗駅伝大会�郡市対抗駅伝大会�

△この公園に人が集まってくるのを楽しみにしながら…

第44回福岡県民体育大会冬季大会の１つとして、「第50回
郡市対抗駅伝大会」が、２月３日、京都

み や こ

郡豊津
ぐ ん と よ つ

町
まち

で行われま
した。
県内郡市代表の30チームが参加する中、春日市チームは中
村選手による４人抜きの活躍もあり総合、団体、躍進賞の各
部において５位に入賞しました。
春日市チーム参加選手
▽金澤

かなざわ

功
いさお

▽小林弓人
こばやし ゆ み と

▽中村亮太
なかむらりょうた

▽鬼塚智幸
おにづかともゆき

▽川下康介
かわしもこうすけ

▽松尾
ま つ お

健作
けんさく

▽中庭忠久
なかにわただひさ

▽監督小野眞二
お の し ん じ

郡市対抗駅伝大会�郡市対抗駅伝大会�

△「卒業生の主張と決意」を発表する子どもたち

v伊藤さんと一緒に
舞台で盛り上がる
子どもたち

v
熱
唱
す
る
岩
切
さ
ん




